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「地域性」とい う問題は、空間的な地域 とい う問題だけではな く、その捉え方 に関す る方法

論や、認識論の領域に も関連す るだろう。様々な問題が含まれることか らも、 この問題の取 り

扱いの手順が重要 となる。今回の議論でも、中国は国単位ではな く、他の地域分類と並列 して

置かれている。中国 自体を一っの地域 として捉えた方がよい。歴史的な中国像を捉えなお し、

現在の中国にどう関わるかという問題 も含まれて くる。 この前提は、出発点として非常 に重要

な認識だと感 じている。

〈中国 の地域 性 〉

「中国」は国の表現ではないとして、既に様 々な問題を持っている。中国の定義 もさること

なが ら、 「中国」という表現か ら得 られ るイメー ジ、あるいはその拡が りはどこまで想定で き

るのか。 さらに、 どのようなアイデンティティの議論にまで進められ るのか。総 じて、地域 と

しての中国 とい う視点が重要になるだろう。

次に、 「地域性」 とい う問題を 「地域主義」として捉えてみようと思 う。ある地域的な拡が

りとしての中国の中で、地域主義が登場 している。例えば、華南経済圏 という表現がある。あ

るいは大中華経済圏という、台湾、香港、そして大陸中国を包むよ うな形の地域主義の表現が

ある。また、現在の開放の動 き自体、地域開発戦略 という表現で進められている。現在の中国

の動きを捉えるためにも、地域主義、あ るいは地域性という窓口を通 して捉えることが、国家

レベルを通 して捉えることよりも実質的であ り、はるかに重要になって くる。

しか し19世 紀以降は、国家を単位 とした地域理解や、その関係性の理解が中心であ り、権力

の所在である北京を中心 に中国は捉え られてきた。 しか し、現在ではむ しろ華南の動向が非常

に重要にな っている。歴史を遡れば、日本 と中国は、琉球、長崎を経由 し、華南地域を中心に

結びついていた。中国認識のチャネルを南へと回復できるか、あるいは歴史の連続性を回復で

きるかどうかが、実態分析の問題と して も重要 とな って くるだろう。

〈地 域 と国家 〉

地域性 自体が、一っの内的な定義 として成立可能だろうかという問題関心か ら、その両脇に

グローバ リズムとナショナ リズムという二本の柱を立て、それとの相関で地域主義を考えてみ

たい。 グローバ リズム、ナショナ リズムとい う問題が、 「中国」対 「外 の世界」あるいは、

「中国」 と 「中の世界」 という関係を示す と同時に、中国自体が地域主義、ナショナ リズム、

グローバ リズムを兼ね備え、自ら表現 して きたように思 う。 グローバ リズムとしては中華 とい
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う世界性、ナシ ョナ リズムとしては民族という問題が、いかに地域主義によってカバーされて

いるのか、あるいは地域主義を浮かび上が らせるのか という問題に関わ って くるだろう。

既に高谷好一 さんからも、中国は一つの トータルな単位としての存在であ るという指摘が さ

れており、その中心性 という形で、歴史的には儒教や王朝権力という問題が既に言われている。

いちばん広 い空間的な地域性を考えた場合、東アジア、北東 アジア、中央アジア、それか ら東

南アジアにまで拡がるよ うな一つのユニバーサ リズムがあ り、それは同時に求心力を持 ってい

た。歴史的には 「中華」と表現 されたり、 「華夷秩序」あるいは 「朝貢関係」と表現された広

域地域 としての中国である。

他方、中国の王朝とい う権力を中心に考えた場合は、中央 と地方 という関係で形成されてい

た地域がある。民族の概念 もその中に含まれて くるが、省、あるいは県のような小 さな レベル

の地域、さらに海外の華人、移民によって形成される地域という側面 も、中国を考える上で無

視で きない存在である。中原、あるいは江南の歴史で も、その北へ、南へと移民が行われ、新

しい地域性が形成 されてきた。そのダイナ ミズムの延長上に、海外移民の状況を認識 しておか

ねばならないだろう。

孫文は 「中華民国」という表現で、中華と国家を並列 させた考え方を示 した。中華 という文

化的な優位性、統合性を一っの象徴とし、政治体制やその担い手を並べ、最後に国を置 くとい

う考え方か ら、中国は 「中華」と 「国家」を合わせなが ら包 もうとしていると言えるだろう。

歴史的には一っの国家単位で考え られる傾向が強いが、孫文と しては、中華 を ミニマイズして

国に当て はめようとし、一方では民族をマキ シマイズ して国に当てはめようとしている。現在

の 「中華人民共和国」とい う国名 も、中華、国家、民族 とい う問題が、最終的に一つに くくら

れた表現になっている。

孫文以前、清末の知識人達には一つの ジレンマがあった。中国には一っの国家 としての名称

がなか ったのだ。自らの地域認識を表現す る名称がない。あるいは自らの地域の拡が りが、国

家と して重な っているわけで もない。漢や唐 というのも王朝の名称にす ぎない。そこで便宜的

に 「中国」という形で妥協するが、 この形容 自体が一っの形容矛盾で もある。 「国の中の国」

という意味では、他に対す る表現であり、朝貢国によって認知された 「中華」と重なって しま

う。 「国」という概念 自体が、華夷 とい う他者との関係によって認識されて きたのだ。

しか し、19世 紀以降の西欧諸国との外交においては、主権国家 としての 「国」が論 じられる。

そこで歴史的な中華の縮小版 と、民族の拡大版 として考え られた 「中国」が、主権国家の 「国

家 」とい う形に横すべ りしたと見 ることがで きよう。
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〈地域のダイナ ミズム〉

このような空間的な拡がりと名称の関係を考えてみると、それがどのような歴史的ダイナ ミ

ズムを示すか、非常に関心のあるところだ。中国の 自然的環境を含めた背景を理解 し、その上

に人の動 きをのせ、 さらに権力の動 きを トレース しようと考え るな らば、地域が どのような歴

史的ダイナ ミズムをみせ るか とい う問題について考えていく必要がある。

中国の地域性のダイナ ミズムを表現す る場合、私は四っの対照的な柱で描写 しようと思 う。

一っは、 「中央」対 「地方」から示 され る地域性である。 これは、中央と地方の関係全体を地

域 と考え ることもできる し、地方 を地域 として捉えることもで きるだ ろう。 しか し、歴史的に

は、中央 と地方 との強弱関係がサイクルを描 いて交互に変化すると見 ることがで きる。

例えば王朝の歴史をとってみて も、中央に権力が集中する時期 と、地方に分権す る傾向の強

い時期がある。中央 と地方の勢力交代のサイクルによって、地域性が構成され、変容す るとい

う局面を得 ることができる。

第二 に、中国における北 と南を考えてみたい。歴史的にも防衛上重要だ ったのは、北の砦 と

南の海である。北の塞防 と南の海防と言 って もいいだろう。北と南の対比によって、申国の王

権の性格、地域の性格が存在 して きた と思 う。南に開 き財力を得て、北か らの侵攻を防衛する

ことで秩序を保っ。あるいは南を閉 じることによって北に対抗するという、南北の相互関係 も

あっただろう。為政者や、知識人、役人 にとって は、南北 は同時に視野に入れておくべき問題

だった。この側面か らも、中国の地域を考えることができるだろ う。

第三 は、官 と民 の勢力交代 という側面である。 これは中央 と地方 という問題 ともオーバー

ラ ップするだろう。王朝の盛んな時には官の力が強 く、民衆はその下でおとな しくしている。

だが、官の力が弱 まれば、民のカが強まり、社会の力が噴出して くる。人の移動や行政区分の

変動とい う形で、地域が変容 してい くことにな る。典型的な例 は、沿岸地域での倭憲や、清末開

港後の商人達の活発 な活動である。これ も官 と民の勢力交代によって強化 され、登場 してきた

と言え る。

第四は、中国の 「開」と 「閉」である。中国はその歴史的変遷の中で、外との関係を開いた

り閉 じたりしてきた。周辺地域 はそれによって非常な影響を被 って きたことになる。開かれた

中国の下では、交易関係の繁栄 という側面 もあろうし、また元の侵攻のような軍事的な膨張主

義 もあ った。中国が閉 じた局面においては、周辺地域 は独 自の地域性を表現する契機 とな った

だろう。中国 とい う地域はその開閉によって、朝鮮、日本、琉球、あるいは東南アジアに至 る

地域への拡が りを実現 したり、あるいは個別的な影響力を作 り上げた。
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このような四っの側面によって、地域は様 々なスポッ トを当て られ、その自己主張 も変容 し

て きた。そういう地域の歴史的展開を考え る上で、概念的な地域、あるいは地域アイデ ンティ

ティというものの単位が問われて くるだろう。例えば、東南アジアの中国人街には、様々な同

郷会館が存在する。省 レベルはもとより、市 レベルの同郷会館 もある し、あるいは出身村 とい

う単位での結びっきもある。果た して地域アイデンテ ィティは、どこにいちばん強い求心力を

持っのだろうか。 これ は経験的にいって、おそ らく市の単位であろう。省では大きす ぎ、村の

レベルではっながりが小さすぎる。また、それ ら相互は必ず しも排他的なものではない し、地

域の結 びっきによって、人的にもつながろうとする。地域は求心力と同時に、ネットワークとし

て外に拡がろうとする動機を持つ。

〈地域主 義 の諸 相 〉

この点 は中国自体のモ ビリティの高さに依 っている。人 口移動 は非常 に広範囲に行われ、権

力がそれを追 う形 とな っている。よ く中国の版図が議論されることがあるが、 これも人の動 き

が先行 し、権力が後か らそれを 「中華」という統合理念を掲げて正当化 してい った表れであろ

う。

地域アイデンティティの問題、特に中国の地域主義に見 られ る問題には、幾っかの レベルが

あると思 う。一っは村単位で地域のまとまりを普遍的に表現するもの として、排外主義が挙げ

られる。受 け入れがたい権力を排外的に拒否 していくもので、それが国民党であろうと、日本

軍であろうと、 ましてや共産党であろうと、地域 アイデ ンティティに添わなければ拒否 してい

く。地域排外主義 は非常 に強い問題だと言えるだろ う。

もう一っには、反外国主義というものがある。例えば、反キ リス ト教運動な どで示 された一

っの地域主義である。 これ は表裏一体 として、その地域の リーダーシップ、あ るいは郷紳 と言

われるローカル ・エ リー トの影響範囲に重なり合 うが、その表現としては反外国主義 として輪

郭が浮かび上がる場合があ る。あるいは愛国主義的な表現による地域主義の表現 もあるが、こ

れは一部の知識人の運動 に限られているよ うな印象がある。

その意味で、中国の地域を考える場合、地域主義の表れ方の違 いから、逆に地域が形成され、

形容される側面がある。今までは、中華人民共和国の成立その ものが、反 日運動、あるいは抗

日愛国運動という形で問題にされ、地域主義はむ しろ後ろに退いていた感がある。 この ような

地域主義を全てナ ショナ リズムとして、戦後の中国成立のアイデンティティがあった。その結

果、地域主義は、国の存立根拠 として、たえず再確認が必要だ とい う課題を提起す ることにな

る。地域主義とナショナ リズムは、バ ランスを とることによって維持され、それは繰 り返 し登
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場することになるだろう。

地域主義は地域を自らの視野 に入れ、他に対 して 自己を表現する。それが反権力として表現

されたり、反外国、あるいは愛国 として表現される。それはどこか一っの所に流れ込むのでは

な く、たえず並存 していることが特徴となって いる。これが中国を トータルに考えていく手が

かりになるのではないか。決 して国境で内と外が戴然 と分かれているのではな く、中国全体の

政治空間に、い くっ もの連続 した地域の濃淡が描かれていくようなイメージで考えていきたい。

特 に歴史的展開からいえば、地方、南、社会、そ して開かれた局面から中国を捉え直すこと

が重要となるだろう。 これは、明治以降の日本にとっては、久 しく等閑視されていた中国認識

と言えるだろう。

コ メ ン ト

高 谷 好 一

中国に対する意外な方向を与え られたと思う。特に、孫文が華南を中心に中国を捉えたこと、

中華を ミニマムに、民族をマキ シマムに して、国家を考えていこうとしたという話には、中国

に対する新たな側面を見せっけられた思いだ。

私はむ しろ、北を中心に中国を捉えていた。そ して、地域 としての中国、 「中華世界」とし

て考えている。模式的に言えば、漢人 という農民が中心 に位置 し、その周 りに様々な生態 ・文

化的背景を持っ人々がいることになる。北に満州 ・蒙古の牧畜民、西にはイスラームの商人達、

南にチベ ッ トの牧畜民、南西中国には漢 ・越 という焼畑民、そ して東南アジアの海民がいる。

それを漢人が中心 に引きつけて、中華世界を形成 しているというイメージである。一方では、

中国国境がそれ とは別 に存在 している。

このような構図が成立 しているのは、やはり中華思想が政治的求心力 としてあるからなのだ

ろう。 しか し、それで安定 しているかというとそうで もない。一方では常 に離れようとす る、

あるいは攻め込 もうとするものがある。 それが、中央と地方、北の塞防、南の海防、あるいは

官と民、中国の開と閉という、四つの柱 として捉え られたところだろ う。

ただ し、ここで考えておきたいのは、完結 した中国であっても、決 して完全に閉ざしている

のではないということだ。あらゆるエ コロジー、あ らゆるカルチュラルなバ ックグラン ドを持
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っ人々を引き付けている状況を保ちなが ら、閉 じたり開いたりしているということだ。 これが

「中華世界」ではないだろ うか。 「反外国」、あるいは 「愛国心」というように、完全に戸を

立て閉 じて しまうのは、比較的新 しい中国の状況だろう。 ここに極めて現代的な、中国の変容

が見 られ る。 この地域研究では、む しろそれ以前の中国、 「中華世界」カ・ら考えていくべ きで

はないだろうか。

濱下さんの中国の議論では、中華思想 とい う中心力に吸い寄せ られた 「中心社会」が、一っ

の特徴と して挙げ られているが、それに 「人の動 き」というダイナ ミズムが加え られている。

人口移動のモ ビリティが非常に高 く、まさに拡大 してい く。 それを後追 いす るように、官は中

華思想を以て、その空間を正当化 してい く。 「中心社会」、 「拡大する地域主義」という二っ

の視点 は、中国 という地域を考える時に、非常に重要な要素 となるだろう。特 に、坪内さんが

指摘 されたよ うに、地域 とい う具体像ではな く、その中で何が重要な要素となっているかとい

う点に注 目した場合、 「拡大す る中心社会」というフレーズは、念頭に置いてお きたい。

質疑応答

土屋健治 「政治空間」という言葉を使われ

ていたが、どのような意味合 いで使われてい

るのか、明確にしていただ きたい。

濱下 高谷さんは近代以降の中国を別に考え

た方がいいという趣旨を述べ られたが、私 と

しては、あまり区別はないように思 う。それ

以前で も、オイラー トやタタールに対す る強

い反外国意識があった し、明の時代や、ある

いは中華世界の最盛期のようなときにも、反

外国意識は表れていた。

ただ、満州国の問題を歴史的にどう捉える

かは、中国史にとっても日本史にとって も、

重要になってくると思う。日本史の文脈での

議論は非常に多いのだが、む しろ私は、その

地域の持つ歴史から生まれて くる政治的特徴

に注 目していきたい。例えば、歴史的背景と

しては東三省という一っの地域があり、清朝

で も一つの軍事的な統治になっていた。また、

雲南省の大理にも注目している。その地域の

権力の消長を考えるときに、より大 きな政治

空間を想定 してみると、一っの地域全体の政

治密度の強弱のような形で権力が生まれて く

る。この生まれてこざるをえないような状況、

あるいはその競合するバ ックグランドを設定

しようという意図があって、 「政治空間」と

いう言葉を便宜的に使っている。まだ成熟 し

た言葉ではないので、色々と教えていただけ

れば有り難い。
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